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【ねらいと目的】 

この国際共同研究は、拠点プログラム全体のテーマにとって最も基礎的な理論的枠組にかかわ

るものである。現代のアジアにおける親密圏・公共圏の構造的分化過程は近代西欧におけるそれ

とどこまで共通し、どのように異なっているのか、さらにはアジアにおけるモダニティは西欧の

それとどれほど異なるのか、そもそもモダニティは普遍的なものなのかといった問題について考

えるため、S.N.アイゼンシュタットの提唱する「多元的近代」（multiple modernities）論を手がかり

に理論的・学説史的検討を試みたい。そのため、社会学史・社会学理論を専攻する内外の研究者

に集まってもらい、このテーマに関連する代表的な社会学理論（ヴェーバー、パーソンズ、ルー

マン、ハーバーマス、ネオ機能主義、ネオ・ヴェーベリアンなど）を総合的に検討することを考

えている。社会の構造分化や親密性・公共性の観念の歴史的・文化的多様性に関する理論のほか、

ヴェーバーからアイゼンシュタットに至る比較歴史社会学の成果がアジアにおける社会変動とグ

ローバル化を捉える上でもつ意義や、さらにはアジア（特に東アジア）の歴史的経験をふまえた

研究が社会変動論・モダニティ論に対してなしうる理論的貢献についても検討したい。 



【活動の記録】 

◇第 1 回研究会  2008 年 12 月 6 日        

(1) 田村周一 《文献紹介》 S. N. Eisenstadt, Essays on Multiple Modernities（邦訳予定の

自選論文集） 

(2) 田中紀行 《文献紹介》 Thomas Schwinn (Hrsg.), Die Vielfalt und Einheit der Moderne. 

Kultur- und strukturvergleichende Analysen (VS Verlag, 2006) 

◇第 2 回研究  2009 年 2 月 14 日         

林端 「グローバル化時代の儒教倫理 ― 社会学的考察」 

◇第 3 回研究会  2009 年 3 月 14 日         

(1) 中村健吾 「トランスナショナルな公共圏はいかにして可能であるか ― N. フレイ

ザーと J. ハバーマスとの（すれ違いに終わった？）論争」 

(2) 濱西栄司 《文献紹介》 S. N. Eisenstadt, “The Civilizational Dimension in Sociological 

Analysis,” Thesis Eleven 62 

◇第 4 回研究会 2009 年 7 月 18 日        

(1) 油井清光 「グローカル化の下での『複数の近代』― 共同体・中間集団・市民社会」

(2) 田恩伊 《文献紹介》 Communities Directory: A Comprehensive Guide to Intentional 

Communities and Cooperative Living (The Fellowship for Intentional Community, 2005) 

◇第 5 回研究会  2009 年 9 月 26 日         

(1) 三上剛史 「〈個人と社会〉再考 ―『と』の理論と現在」 

(2) 高橋顕也 《文献紹介》 Niklas Luhmann, “Differenzierung” (Die Gesellschaft der 

Gesellschaft, Suhrkamp Verlag, 1997, Kap. 4) 

◇第 6 回研究会  2009 年 10 月 31 日         

(1) 吉田純 「再帰的近代化論と親密圏・公共圏論の布置」 

(2) ライカイ・ジョンボル  

「社会主義近代化に伴う『空虚な個人化』問題 ― ハンガリーを事例として」 

◇第 7 回研究会  2009 年 12 月 19 日         

(1) 首藤明和（兵庫県立大学准教授）  

「日本と中国の親密圏と共同性の比較研究 ―〈家・同族〉と〈房・宗族〉の視点から」

(2) 朝田佳尚 「多元的近代とポストモダン」 

◇第 8 回研究会 2010 年 3 月 20 日        

(1) 園知子 「再帰的近代化と公共圏・親密圏」 

(2) 田中紀行 「国際共同研究のまとめと今後の課題」 
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